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本研究の背景

月周性産卵とは、産卵期の特定の月相付近で起こる生殖現象である。月周性産卵
を示す生物は特定の月相に合わせたおよそ一ヵ月周期（月周性）の産卵行動をく
り返す。しかし、月周性が生まれる仕組みはいまだに分かっておらず、基礎的な
知見の収集が求められている。

➢ 生殖内分泌軸（HPG軸）
• 生殖腺発達のピークが産卵月相付近となるよ

うに調節する
• 性ステロイドホルモンの分泌量は月周性の変

動を示す (Rahmen et al., 2000)

➢ 生物時計

• 環境周期に対応する自律振動体
• 時計遺伝子によって構成される
• 月周性産卵を行う生物において、時計遺伝子

Cryptochrome (Cry)は月周性の発現変動を示す (Levy 

et al., 2007; Fukushiro et al., 2011; Toda et al., 2014; Takeuchi et al., 2018)
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脳内のGnrh, Fshβ, Lhβ遺伝子の発現パターンは不明
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Cryと生殖関連遺伝子との関連については不明

月周性産卵の時刻合わせに関与する
可能性が示されている

脳内における生殖関連遺伝子と時計遺伝子の月周性の発現変動パターンを比較し、
特定月相で産卵が繰り返される機構の一端を明らかにすることを目的とした。

考察

実験① 生殖腺体指数（GSI）と卵巣組織像の変動

• GSIは6月の満月に向
かって増加し、下弦
の月付近で減少した

• 6月の上弦の月から
満月付近では卵黄形
成期の卵母細胞が増
加し、下弦の月付近
では減少した

• 6月の下弦の月付近
では排卵後濾胞や退
行卵が見られた

産卵

カンモンハタは6月の満月から下弦の月付近で産卵した

実験② Gnrh, Fshβ, Lhβ遺伝子発現の月周性変動

• Gnrh1およびGnrh2はそれ
ぞれ下弦の月、上弦の月付
近で増加した

• FshβとLhβは 6月の上弦の
月から満月付近で増加した

脳内の生殖関連遺伝子は
月周性の発現変動を示した

実験③ cry1, cry2, cry3遺伝子発現の月周性変動

材料と方法

• 3つのCry遺伝子はそれぞ
れ異なる変動パターンを
示した

• Cry2は下弦の月から新月
付近で発現が増加した

• すべての Cry遺伝子が共
通した変動パターンを示
した

• Cryの発現は新月付近で増
加した

Cryは月周性の発現変動を示した

 実験①②より カンモンハタのHPG軸は
月周性の変動を示す

月光が生殖関連遺伝子の
転写調節に関与する可能性

 実験③より

新月付近で産卵するヤイトハタE. malabaricusにおいてもCry2遺伝子は月周性を持つ。その
発現パターンはカンモンハタと同様に新月付近で発現が増加した。山科（2017）

同属魚類においては、時計遺伝子は共通の月周リズムを刻み、
それを産卵の時刻合わせに利用する

満月産卵

新月産卵

産卵月相は
異なる

Cry2の月周性
パターンは同じ

• 満月付近で産卵する月周性
産卵魚

• 琉球大学熱帯生物圏研究セ
ンター瀬底研究施設（沖縄
県本部町）前の礁湖におい
て採集した雌個体を実験に
用いた。

➢ カンモンハタ Epinephelus merra


